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平成 30年度公開農場実習 受講者アンケートまとめ（信州大学農学部） 

 

演習科目 高冷地生物生産生態学演習 

担当教員 濱野光市 他 

実 習 日 平成 30年 9 月 3日（月）～9 月 6 日（木） 

受講人数 26 名 

回 答 数 25 名 

 

■高冷地生物生産生態学演習について           （人） 

楽しさ 
大変満足 満足 普通 不満 大いに不満 

18 7 0 0 0 

有益さ 
大変有益 まあまあ 普通 あまり 全く 

23 2 0 0 0 

 

【理由、感想】 

・「生命の大切さとそれを享受させて頂いているという有難さや感謝」を学べた。 

・美味しく、楽しく学べたから。 

・どの実習も本当に充実したものでした。皆のご飯を作るのも大変でしたが楽しかったです。 

・三泊四日の短い期間で普段体験することのできないキャベツの収穫、ソバの調整・加工、ヤギ

の管理など多くできて充実した実習だった。 

・野菜生産や畜産の実態を知ることが出来、興味がより一層高まった。 

・野菜生産から畜産まで、一貫して学ぶ機会になってよかった。 

・キャベツの収穫、牛の乳搾り、そば打ちやヤギとの触れ合いなど、普段経験出来ないことをた

くさんやらせてもらえたので、とても有意義な 4日間だった。 

・農家さんの話を聞いたり、農家体験をしたりと、普段と大きく異なる生活を体験できて楽しか

ったし、興味深かった。 

・野菜の生産から動物の管理まで、幅広く学ぶことができたから。また、牧場の体験などもあっ

て楽しかった。 

・普段関われる機会のない人たちとの共同生活や、高冷地での演習はとても面白かった。 

・普段出来ないこと（早朝のキャベツの収穫、牛との触れ合いなど）が体験できたから。ほぼ予

定通りでよかった。 

・普段習わないことについて触れることができたから。そば打ち楽しかった！ 

・普段の実習や講義などでは触れられないようなことが多く、初めて体験することも多かった。（2

名） 

・普段出来ない体験をいくつもすることができたから。（2名） 

・生命コースで、普段体験できない外での実習やキャベツの収穫、家畜の管理ができたから。新

鮮な野菜を食べることができた。たくさんの自然に触れることがすごく楽しかった。農家さん

や野菜、牛に改めて感謝する機会になった。 

・私は生命コースなので、普段動物と触れ合えることがないので貴重な体験ができたと思うから。 

・私のコースは普段実習という機会がないので、キャベツを収穫したり、牛やヤギと触れ合った
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り、ソバを作ったりと貴重な経験ができた。 

・生命コースだと農業に直結する実習をやらないため、今回の実習では農業を間近で感じること

ができたから。 

・フィールド系の実習は初めてで、良い経験となった。 

・大学構内ではできない体験や学びができた。 

 

■各講義・実習の評価                 （人） 

  大変満足  満足 普通 不満 大いに不満 無回答 

高原野菜・作物栽培管理と収穫 13 12 0 0 0 0 

牧場体験 12 13 0 0 0 0 

そば（うどん）の加工実習 16 8 1 0 0 0 

野生生物の観察・調査 11 9 5 0 0 0 

農家見学/出荷施設見学 11 13 1 0 0 0 

講義 6 17 2 0 0 0 

 

【理由、感想等】 

・出荷場はもう少し見ていたかったのですが、施設の方の都合も考えると見学させて頂けただけ

でもうれしいです。そば打ちは純粋にすべての作業が楽しかったです。 

・キャベツの収穫も出来たし、高冷地の野菜生産についてもたくさん学べた。これからスーパー

に並んでいるキャベツを見る目が変わりそう。 

・実際に農家の方のお話を聞くことができたのはとても良い経験になりました。キャベツの収穫

も楽しかったです。 

・キャベツの収穫がとても楽しかったから（とても疲れてしまったけれど）。 

・出荷を目的とした収穫をしたのは初めてだったので、良い経験になりました。 

・キャベツの食べ比べで味の違いに感動した。 

・そばは長野県の名物であり、自分たちで作ったものを食べられるのがとても楽しかった。 

・天気には恵まれなかったが、とても新鮮な体験が出来た。 

・雨風が強かったので作業はしにくかったが、それも 1 つの経験としてよかった。 

・雨のため野菜の収穫ができるか不安だったが、体験することができてよかった。 

・ほとんどの体験に大満足である。 

・これまで知らなかったことを知ることが出来てよかった。 

・全て初めての体験であったため、非常によい経験となった。 

・楽しく学べたため。 

・様々な事ができ、とても内容の濃い実習だった。 

・日中に体験したことを夜に講義として学ぶことでより理解を深められたと思う。 

・朝から夜まで様々なことができて充実した 4日間だった。 

・普段食べているもののスタート地点を学び、実際に目で見ることができたから。 

・野菜の管理・収穫から家畜の世話まで幅広い体験をすることができたから。 

・一つ一つが新鮮で、高冷地についてより知れたし、より知りたいと思えた。 

・牧場体験は欲を言えばもう少し長い時間が欲しかった。 
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・野辺山での生活を実際に見聞きできて興味深かった。 

 

■演習参加後、興味関心が増大した事（複数回答）         （人） 

食料 農業 環境 高冷地 野菜 家畜 その他 ない 

6 9 2 7 13 13 3 0 

 

【理由、感想等】 

・特色のある農業体系や生態に興味がわいた。 

・持続的な農業についての話がとても興味深かった。 

・農業の楽しさが少し分かったような気がした。もっといろんな野菜の収穫をしてみたいと思っ

た。 

・授業ではよく農業の現状や家畜の行く末について学んでいたが、今回実際に体験することで授

業内容をより理解でき、興味を持てるようになった。 

・農家を訪ねたり、実際に作業をすることで奥深いと感じられた。 

・農業で使う機械や育てる作物のなぜそれを育てているかの理由が画期的だったり納得させられ

るものだったから。 

・高冷地における野菜生産が独特であったため。 

・高冷地での野菜生産や家畜など、実際に触れ合うことで、現状を実感できた。それにともなう

食料事情についてもっと知りたいと思った。 

・高冷地でこれほど農業ができると思っていなかったから。 

・冬場の過ごし方が知りたくなった。 

・この地域でしかできないことなど、その地域に特化したことなどに興味を持った。 

・キャベツ収穫やバター作りでそれぞれの分野の良さをもっと知りたいと思いました。 

・キャベツの品種の話を聞いて野菜の品種への興味が増した。 

・普段スーパーなどで目にするキャベツだが、その品種について深く考えたことがなく、自分が

何を食べているのか興味を持った。 

・今までも興味関心はあったが、自分で収穫したものを自分で調理して食べた時に、1から作った

らもっと楽しいんだろうなと思った。 

・良いそばを打てるようリベンジする。 

・今回の家畜の世話は、餌やり、搾乳、爪切りなどの表面的なことが中心的だったので、もっと

深く関われることがやりたいと思った。 

・家畜というのは効率的に飼われているものなんだと思い、少し自分のイメージとは違ったから。 

・ペットではなく仕事を持った動物であるのが家畜だということに驚き、興味がわいたからです。 

・初めてヤギと間近で接して、興味がわいた。 

・このような勉強であれば、どんどんしていきたい！ 

 

■演習の内容、指導等についての要望、改善点 

・先生方ともお話しで来て楽しかったです。本当にお世話になりました。ありがとうございます。 

・夕飯までの時間に、食事当番以外の人がやることがあってもいい。 

・演習の内容が素晴らしかった！ これはずっと残すべき講義であり、信大農学部らしさが出て
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て excellent！ 「一般教養」でこれはあり！ 

・そば二人前は多すぎました。 

・実習のそばの量が多い。ご飯の量が少し多い。 

・牧場体験が多いと嬉しい。 

・牧場のソフトクリームが食べたかった。馬とも触れ合いたかった。 

 

■フィールド、施設、設備についての要望、改善点 

・5号室の窓の鍵が閉まらないです。雨が入ってきます。 

・サクラソウも見てみたかった。 

・洗濯機に服を入れて置いてキープして長時間回していないまま放置する人がいて、洗濯機を使

うことが出来ず迷惑だったので、呼びかけて欲しい。 

・調味料に料理酒は…。 

・もう少し調味料があればよいと思いました。 
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■高冷地生物生産生態学演習について 

【楽しさ】 【有益さ】 

  

 

■各講義・実習の評価 

 

 

■演習参加後、興味関心が増大した事（複数回答） 

 その他：トラクター、流通など、そば打ち、そば 

 

大変満足

72%

満足

28%

普通

0%

不満

0%

大いに

不満

0%

大変有益

92%

まあまあ

8%

普通

0%

あまり

0%

全く

0%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

高原野菜 牧場体験 そばの加工 野生生物 農家見学 講義

大変満足

満足

普通

不満

大いに不満

無回答

食料

11%

農業

17%

環境

4%高冷地

13%
野菜

24%

家畜

25%

その他

6%

ない

0%
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平成 30年度公開農場実習 受講者アンケートまとめ（他大学生） 

 

演習科目 高冷地生物生産生態学演習 

担当教員 濱野光市 他 

実 習 日 平成 30年 9 月 3日（月）～9 月 6 日（木） 

受講人数 3 名 

回 答 数 3 名 

 

■高冷地生物生産生態学演習について           （人） 

楽しさ 
大変満足 満足 普通 不満 大いに不満 

2 1 0 0 0 

有益さ 
大変有益 まあまあ 普通 あまり 全く 

3 0 0 0 0 

 

【理由、感想】 

・大学にはいない牛やヤギに触れられた他、キャベツの収穫・出荷や全国に運ばれるまでの集積

場を見る体験ができたから。また、台風の大雨の中の農作業などとても非日常的だった。  

・集荷場の見学、キャベツの収穫、乳搾りなど、長野の高冷地ならではの体験がたくさんできて

とてもよかった。 

・実際に農家の方のお話を聞けて良かった。先生が適切に解説を入れて下さったのが分りやすく

て良かったです。台風で心配だったこともありましたが、スケジュールを臨機応変に変更して

下さったので、色々体験出来ました。  

 

■各講義・実習の評価                （人） 

  大変満足 満足 普通 不満 大いに不満 無回答 

高原野菜・作物栽培管理と収穫 3 0 0 0 0 0 

牧場体験 1 2 0 0 0 0 

そば（うどん）の加工実習 2 1 0 0 0 0 

野生生物の観察・調査 0 2 0 0 0 1 

農家見学/出荷施設見学 2 1 0 0 0 0 

講義 2 1 0 0 0 0 

 

【理由、感想等】 

・バター作りは生クリームでしかやったことがなかったので、牛乳から作るのが初めてでとても

新鮮だった。 

・キャベツ収穫は包丁で切る、大きさを判定する、箱に詰めるという作業をすべてやることがで

きたのでとても有意義だった。そば打ちも粉にするところからやってみたかった。 

・実際に出荷する野菜を収穫したり、自分たちで食べたりできて良かったです。自分の大学のサ

ークルで作物を育て、収穫することはあるが、出荷を学べる機会はなかったので、とても勉強
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になりました。 

 

■演習参加後、興味関心が増大した事（複数回答）         （人） 

食料 農業 環境 高冷地 野菜 家畜 その他 ない 

1 2 0 1 1 0 0 0 

 

【理由、感想等】 

・普段お店で手軽に購入できるものをもっと感謝して食べないといけないなと感じました。  

・野辺山は気候が涼しいし、土地が広いので、のびのびと野菜が作れるのだなと思った。 

・有機農業についても知りたいと思った。  

 

■演習の内容、指導等についての要望、改善点 

・野辺山ステーションのもっとすみっこの方まで歩いてみたかった。 

 

■フィールド、施設、設備についての要望、改善点 

・特になし。 

 

  



 8 

■高冷地生物生産生態学演習について 

【楽しさ】 【有益さ】 

  

 

■各講義・実習の評価 

 

 

■演習参加後、興味関心が増大した事（複数回答） 

  

 

大変満足

67%

満足

33%

普通

0%

不満

0%

大いに

不満

0%

大変有益

100%

まあまあ

0%

普通

0%

あまり

0%

全く

0%

0

0.5
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1.5

2

2.5
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3.5

高原野菜 牧場体験 そばの加工 野生生物 農家見学 講義

大変満足

満足

普通

不満

大いに不満

無回答

食料

20%

農業

40%

環境

0%
高冷地

20%

野菜

20%

家畜

0%

その他

0%

ない

0%


